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　はしがき

　本書は、有斐閣「ポケット法学」の理念「法を通して新しい世界
を知る」に沿い、知的財産法の「入り口」をひらくことをめざしま
した。法を専門にしない方にも、法的な問題に気づく感度を養って
もらうこと。つまり、「身近な法律を知る」ことと「法学そのもの
を知る」ことにより読者を複層的な知の世界へ導くのが、本シリー
ズの根幹です。
　読者として、法律を専門としない学生をまず想定しました。法律
に初めて触れる方でも読み進められるよう、具体的な例を入れつつ、
必要に応じて次の学びへ接続できるよう配慮しています。また、体
系的な学びを維持しつつも、細部を網羅せず、学習のポイントとな
る要点に絞って解説する構成としました。
　本書は四章構成で、知的財産法の主要分野を取り上げ、著作権法
から特許法、商標法、不正競争防止法へと進みます。Unit の冒頭
に「理解のポイント」や「条文チェック」を置き、学ぶ内容を見通
せるようにしました。各 Unit は短い導入（Introduction）で関心の
入り口を示し、「ケース」において典型的な事例を示しつつ、「チェ
ック⃝! 」で理解を確かめ、「さらに学ぶために」では、復習に加え、
興味を引くと思われる文献を選び、先の学びへつなげています。
　授業でも独習でも使えるよう、図表や見取図を多用し（「ちょっと

ブレイク」で周辺テーマに触れつつ）、テンポよく読める紙面を心がけ
ました。例えば、肖像権やパブリシティ権、意匠法、種苗法、地理
的表示法といった周辺領域への寄り道で、知財の広がりを体感でき
ます。内容の理解を助けるイラストも適宜入れました。これらは、
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プロンプトを作成した上で、ChatGPT の画像生成機能を活用して
生成し、可能な限り安全性を確認した上で利用しています。
　初学者にとって法学は「正解探し」に見えがちです。確かに、国
家試験などでも出題されるので、そのような側面もあるでしょう。
しかし実際の法の世界は、多様な価値のあいだで折り合いをつけ、
よりよい解に近づく営みです。そのため本書は、知識にとどまらず、
なぜその結論が導かれるのか、どのような価値の衝突を調整してい
るのかを、平易な言葉と具体例で示すことを目標としました。
　法学の学びを楽しむには、まず「自分ならどう考えるか」を言葉
にしてみることが最も大事です。その上で、教科書に書かれている
考え方を知り、自分の考えとのギャップを理解していきます。自分
の常識が法学の世界の非常識であったと納得することもあれば、通
説・判例にどうしても合点がいかないこともあるでしょう。そうし
た試み自体が、自分の考え方を大切にしながらも、新たな視点や知
識を養っていくきっかけになるはずです。
　本書は「要点主義」です。すべてを網羅せず、先へ進むための肝
心かなめの足場を築く―それが本書の役割です。読み終えたとき、
知的財産法の基本地図が頭の中に描かれ、次の探究へ踏み出す勇気
が生まれれば幸いです。
　末筆ながら、本書の企画・編集に尽力くださった有斐閣　法律編
集局　学習書編集部の井植孝之さん、荻野純茄さんに感謝します。

2025 年 11 月

自宅にて

今 村 哲 也
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　凡　例

内容現在
　本書の内容は、令和 7 年 10 月 1 日までに公布された法令の内容に拠って
います。

法令名略語
　本書で主に扱う、「著作権法」「特許法」「商標法」「不正競争防止法」に
ついては、各 Unit 冒頭の条文チェックで掲げた以降は法令名を省略し、条
数のみを掲げています。それ以外の法令名は、原則として正式名称を使用
しました。

判例略語
最（大）判……………最高裁判所（大法廷）判決
高判（決）……………高等裁判所判決（決定）
地判……………………地方裁判所判決

判例集・判例雑誌略語
民集………最高裁判所民事判例集
無体集……無体財産権関係民事・行政裁判集
下民集……下級裁判所民事判例集
判時………判例時報
判タ………判例タイムズ
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チェック⃝!
　要所にチェック⃝! 欄を設けていますので、正誤の確認等を通して、本文
の理解を試してみてください。基本的に本文と照らし合わせることで確認
ができるものですが、解答については下記 Web サポートもご参照ください。

Webサポート
　下記 URL、または二次元コードからアクセスできる本書 web ページよ

り、チェック⃝! の解答などを含む、Web サポートをご覧いた
だけます。
https://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641244009
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Unit　2　著作権法入門 
  ―創作と利用のバランスを考える

理解のポイント
　�著作権法の基本的な考え方と、創作者の権利保護と作品の自由な利
用のバランスについて説明できる。
　著作権と所有権の違いを理解し、具体例を挙げて説明できる。
　著作権に関する簡単な事例について、法的な観点から分析できる。

　皆さんは、「著作権」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。
著作権法は、私たちの日常生活に深く関わっている重要な法律です。
この法律は、作品（著作物）を創作した人（著作者）に特別な権利

（著作権）を与えるものです。しかし、一見シンプルに見えるこの
概念には、実はたくさんの議論や考え方が詰まっています。

1　著作権が必要な理由 
  ―さまざまな説明の仕方がある

　なぜ著作権制度が必要なのでしょうか。
　この質問に答えるために、ある学生の疑問から考えてみましょう。
その学生は次のように言いました。「モーツァルトのような偉大な
作曲家は、著作権がなくても素晴らしい音楽を作ったじゃないか。
芸術家はお金のためだけに作品を作るわけじゃないし、優れた芸術
家には栄誉を与える制度があれば十分じゃないか」。
　これに反論するための立論を、以下のコラムで紹介する説得的な
立論の形式を参考に考えてみましょう。
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もっと知りたい！　説得的な立論のために
　法律論に限らず、説得的な立論を行うためには、3 つのタイプの理由
付けが大切といわれています。ひとつ目は、必ずその考え方を採用しな
ければならないという積極的な理由です。これが最も重要な理由となり
ます。二つ目は、その考え方を採用しても不都合はないという内在的な
消極的理由、三つ目は、他の考え方をとると不都合があるという外在的
な消極的理由です（田村善之『知的財産法〔第 5 版〕』（有斐閣・2010
年）i 頁）。
　たとえば、あなたが大手メーカーの A 社と大手商社の B 社の両方か
ら内定をもらったとします。自分としては、どうしても A 社に入社し
たいのですが、両親や友人たちは B 社への入社を強く勧めているとき
に、彼らを説得するとしましょう。
　その場合、あなたとしては、積極的な理由として、A 社では入社 1
年目から商品企画に関われる可能性があり、自分のアイデアを形にでき
る魅力的な職場環境があること、内在的な消極的理由として、A 社の初
任給は B 社と同水準で、さらに土日祝日は確実に休めて、残業も月 20
時間程度と、ワークライフバランスも充実していること、外在的な消極
的理由として、B 社は確かに有名企業だが、配属先によっては単純な事
務作業が中心となり、やりがいを感じられない可能性があること。これ
ら 3 つの理由付けを組み合わせることで、A 社への入社が最適な選択
であることを論理的かつ説得力のある方法で両親や友人たちに伝えるこ
とができるかもしれません。
　もちろん、立論が説得的であるためには、理由を裏付ける証拠集めも
大事になってきます。感情的ではなく、論理的に説得しようとする態度
は、議論の相手との適切なコミュニケーションのために必要不可欠です
し、法学だけでなくあらゆる学問分野で議論を行う上での基礎となるだ
けでなく、自分の判断に「納得感」を得る上でも大切なことです。
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1. 1　積極的な理由 
� ―インセンティブ、創作への投資、公開の促進

　はじめに、著作権を保護するという考え方を採用しなければなら
ない積極的な理由を考えてみましょう。まず、著作権という独占的
権利を与えることで、創作に対するインセンティブ（行動を起こす誘

因となるもの）を与えることができます。確かに、モーツァルトの
時代には、現代のような著作権制度はありませんでした。それでも
作品が生み出された背景にパトロン制度があります。著作者が作品
に権利を持ち、そこから利益を得て収入の糧としなくても、パトロ
ンと呼ばれる支援者がいて、芸術家の生活を支えていました。モー
ツァルトの時代であっても、インセンティブは存在していたわけで、
それが著作権ではなかったというだけです。
　また、与えられた権利を活用（☞Unit 10）することによって著作
物の創作に向けられた投資を回収することができるので、創作への
投資が進むでしょう。
　さらに、みなさんも自分が創作をしたときのことを考えてくださ
い。自己の創作的な活動から生まれた表現物を無断で使われたくな
いという心情は保護に値すると思いませんか。
　加えて、著作物は模倣が容易ですので、保護を与えないと作品が
公開されずに秘匿され、一部の人々にのみ享受される可能性も生じ
ます。創作した作品が保護されるからこそ、世の中に多くの作品が
公開されて、それによって文化が発展するかもしれません。
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1. 2　内在的な消極的理由 
� ―保護期間や権利制限があるから大丈夫

　つぎに、その考え方を採用しても不都合はない理由を挙げてみま
しょう。実際、著作権を保護して独占権を与えたとしても、制度設
計を工夫すれば、それほど不都合はありません。たとえば、あらゆ
る著作物の利用に対して著作権の独占権が及ぶとするのではなく、
一定の場合に自由な利用を認めるのはどうでしょうか。その場合、
私的使用のための複製や、非営利の公の演奏には権利が及ばないな
どとすれば、不都合は抑えられそうです。また、著作権の保護期間
を一定期間にするといった方法をとれば（☞Unit 8）、独占権は社会
にとって大きな弊害とはならないはずです。

1. 3　外在的な消極的理由 
� ―他の制度で作者を守ると問題が多い

　説得的な立論のために、他の考え方をとると不都合が生じるとい
うことも指摘しましょう。たとえば、先ほどの学生が述べたような
栄誉を与えるような特別な制度では、ほんの一握りの芸術家しか評
価されません。また、事後的に評価されるだけであって、必ず栄典
が受けられるわけではないので、個々の作品の創作に対する事前の
インセンティブとしては機能しにくいという問題もあります。
　また、現代でもパトロンのような出資者がいることはあるでしょ
うが、必ずしもすべての創作者に対して、パトロンがいるわけでは
ありません。しかも、パトロンありきの創作ですと、パトロンの嗜
好によって芸術性が左右される可能性もあります。たとえば、モー
ツァルトの音楽には長調の曲が多いといわれますが、それはパトロ
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ンの嗜好を受けたものとも考えられています。

2　著作権の正当化根拠 
  ―インセンティブ論と自然権論

ケース　2-1
　X は「著作権があることで人は創作活動に励み、社会に価値ある作
品が増える」とインセンティブ論に基づいて著作権を正当化したが、
Y は「著作権がなくても人は創作をするかもしれないし、本当に著作
権が創作のインセンティブになるかどうかを実証するのは難しいので
はないか」と反論した。

　このことをもうすこし理論的に考えてみましょう。著作権の保護
対象である著作物は突き詰めていくと価値のある「情報」です。情
報は形のないものだから、本来誰しも自由に利用できるはずだし、
情報それ自体は減ることもないはずであると考えられています。情
報のもつこの性質を情報の非競合性といいます。なぜそのような性
質のものについて、特定の者が独占的に利用できる権利を与えなけ
ればならないのでしょうか。
　著作権を正当化する理由としては、大きく分けると 2 つの考え

図表　2―1　説得的な議論の例

理由のタイプ 著作権制度の場合の説明

積極的な理由
著作権でインセンティブが生まれ、創作行為が促進され
る

内在的な消極的理由
著作権は制限や保護期間があり他人の自由利用も著しく
阻害しない

外在的な消極的理由
他の制度（栄誉制度やパトロン制度）だけでは創作行為
を十分に促進できない
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方があります。
　まず、自然権論です。この考え方によれば、作品は作者の労働の
成果や人格の現れなので、当然作者のものだとされます。つまり、
創作物に対する権利は、その創作者である個人の権利として当然に
与えられるものだという考え方です。
　つぎに、インセンティブ論です。この考え方は、創作活動を誘因
し、社会における価値ある情報の生産を増やす手段として創作者に
権利を与えるというものです。著作権という報酬の可能性があるこ
とで、より多くの人が創作活動に励むだろうという考え方です。こ
の考え方は、社会全体の豊かさを増すことが目標として重視されま
すので、もし個人に権利を与えない方が社会全体の豊かさがより増
すのであれば、必ずしも創作した個人に権利を与えなくてもよいと
いうことになります。

3　保護と利用のバランス 
  ―創作者の権利保護と作品の利用促進の 2 つの側面

　著作権法は、創作者の権利を保護しつつ、作品の利用を促進する
という 2 つの側面を持っています。例えば、個人的に使う場合は
自由に複製できるし、著作権の保護期間も限られています。つまり、
一定の期間が過ぎれば、誰でも自由に作品を使えるようになるので

図表　2―2　著作権の正当化根拠：自然権論 vs インセンティブ論

正当化根拠 考え方 特　徴

自然権論 創作した人が当然にもつ権利
著作者自身の労働の成果や人
格的利益を重視

インセンティブ
論

創作を促進する手段としての
権利

社会的厚生の最大化を考える
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す。これを「保護と利用のバランス」といい、著作権法における重
要な価値判断の一つです。
　このバランスはとても重要です。なぜなら、創作活動は往々にし
て過去の作品の利用を基礎として行われるからです。もし著作権の
保護が強すぎると、新しい創作活動が妨げられてしまう可能性があ
ります。また、著作権法が過去の作品の表現だけでなく「アイデ
ア」まで保護すれば、同じアイデアで別の表現をしても著作権法に
抵触するということになり、弊害が生じます（表現とアイデアの二分

論☞Unit 3）。
　このバランスを考える際、「権利の発生面」と「権利の侵害面」
の二つの観点から著作権法を理解することが大切です。まず、著作
権は、作品が創作された時点で自動的に発生するのですが、この場
合において、どのような作品に著作権が認められるか、誰が著作者
となるかを判断します（権利の発生面）。一方で、著作権侵害が成立
するかどうかを判断する場合において、他人の著作物の利用が許さ
れる範囲を考慮することにもなります（権利の侵害面）。たとえば、
権利の発生は認めるけれども、侵害の判定は厳しく、というように、
この二つの場面の全体を通して、著作権の適切な保護と利用の自由
とのバランスを取るという判断もできるわけです。
　この保護と利用のバランスの問題を、具体的な事例を通して考え
てみましょう。

著作権法の目的

創作者の保護（安心して創作活動できる環境を作る）

文化の発展（社会全体が豊かになる）　　（バランス）

作品の利用（作品の享受とそれを利用した表現活動の促進）

図表　2―3　著作権法の目的
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